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１ 事業の目的

農業用水利用の安定化・合理化を図るため、基幹的な農業
水利施設の整備・更新を行うことにより、農業の持続的発展
とこれによる食料の安定供給の確保並びに農業の有する多面
的機能の発揮を図る。

２ 事業の採択要件

• 受益面積が２００ha以上

• 末端支配面積が１００ha以上

３ 負担区分
国５０％ 県３０％ 地元２０％
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【かんがい排水事業（県営）】



事業目的：

事業主体：千葉県

関 係 市：君津市、富津市

受益面積：1,607ha

総事業費：約174億円

工 期：平成8年度～令和11年度 （予定）

主要工事：用水路工 L＝42.3km

取水工 N＝1箇所

揚水機場工 N＝3箇所 １－３

本地区は千葉県南西部の君津市及び富津市に位置し、2級河川小糸川及
び岩瀬川並びに普通河川川名川の沿岸に展開する1,607ｈａの水田地帯で
あり、君津地域南部の重要な穀倉地帯となっている。

用水は昭和18年から30年代にかけて造成された三島ダム及び幹線用水路
に依存している。その基幹施設である幹線用水路は、完成後30年以上を経
過し、老朽化が著しく、維持管理費の増大はもとより、用水の適正配分も
困難な状況となっていた。

このことから、当該水路等を整備することで、次世代に向けた農業経営
と地域整備に資することを目的とする。

【地区概要】



１－４

計１，６０７ｈａ
君津市 １，０５０ｈａ
富津市 ５５７ｈａ

受益面積

約１７４億円総事業費

平成８年度から
令和１１年度（予定）

事業工期

全数量工種記号

４２．３ｋｍ用水路工―

１カ所取水工■

３カ所揚水機場工●

人見地域

三島ダム

N

【地区概要】



・自然流下水路のずい道内に
管を入れることでﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化

・管材は、軽量で高強度、耐食
性に優れたFRPM管（強化プラ
スチック複合管）を使用

・老朽化した水路（ずい道）を
高強度・高機能で耐久性にも
優れた管路として蘇らせる

改修前
１－５

工事中 改修後

【地区概要】

【主な工事内容】

Φ350～1350



【地区概要】

【主な工事内容】

①クレーンで管の吊り下ろし

②バッテリーカーで隧道内部へ管を運搬

④浮上防止金具設置

⑤裏込材（エアモルタル）充填

③内面接合

① ② ③ ④ ⑤

１－６



君津市内の作付状況

• 君津市及び富津市には、県内の水稲採種ほ場の半分が設置されている

１－７

【地区概要】

【地域の営農状況（１）】

WCS写真

WCSの収穫状況



・水田では田植え体験を実施
・米以外の多様な品目が作付
（花き（カラー）、枝豆）

・「小糸在来®」は君津市の小糸川
流域を中心に栽培されていた
在来品種

１－８

【地域の営農状況(２）】

【地区概要】

恋人（こいと）のカラー

個人情報保護の観点から

写真を未掲載としております。

個人情報保護の観点から

写真を未掲載としております。

小学校の田植体験 小糸在来の収穫体験



（１）再評価に至った経緯
用水整備について、用水施設の更新事業であるが現況用水路

路線に新たに区分地上権設定を行う必要がある。
しかしながら、権利設定にあたり一部区間で交渉が難航し不測
の時間を要した。
また、現況施設を利用していることから、工事は非かんがい期
のみの施工となる等の制約があった。

（２）処理方針
事業の推進にあたり、優先順位を設けて効果的な整備を行うと共
に、区分地上権等の設定については 専門家の助力を得ることなど
も検討し、事業の早期完成に努められたい。

（３）審議結果
継続が妥当である。

１－９

【令和２年度再評価の概要】



大幹線１０．５km

１－１０

【事業進捗状況】

人見幹線７．０km

事業費
執行率

事業量
進捗率

区分色

約１３４億円
７６．９％

２７.７ｋｍ
６５．７％

工事済

約４０億円１４．６ｋｍ未着手

２号幹線７．８km

１号幹線２．４km

１号幹線９．７km

３号幹線４．９km

N



【事業進捗状況】

Ｐ

Ｐ

FP

百目木揚水機場
どうめき

人見揚水機場

ひとみ

凡例

人見幹線

送水管

人見２号幹線

流下方向 飯野調圧水槽
いいの

取水堰（ゴム堰）

流下方向

水管理制御システム

（操作画面）

１-１１



【事業進捗状況】

飯野調圧水槽

百目木揚水機場

水の流れ
（揚水）

水の流れ
（揚水）

人見揚水機場

１－１２

どうめき

ひとみ

いいの



区分地上権は昭和４１年に民法に新設されたため、それ以前に実施した
前歴事業（昭和１８年～昭和３０年代）に係る主にずい道の用地について
地上権等の設定を行う必要がある。

本事業で老朽化した施設の改修と合わせ権利設定を行っているが、用地
境界の確定、相続登記されていない土地などの相続人の特定、権利設定等
に時間を要している。

○区分地上権の設定の現状

１－１３

【事業の進捗状況】

○区分地上権等の設定状況

【工期の長工期化の原因】

未設定令和６年度末令和元年度末設定区間長

約8.9ｋｍ約6.7ｋｍ約5.8ｋｍ約15.6ｋｍ全体

約7.0ｋｍ約1.7ｋｍ約0.7ｋｍ約8.7ｋｍうち1号幹線



○区分地上権等の概念図

○区分地上権等の設定

１－１４

①随道（用水路）位置確認 ②用地測量（権利関係調査含む）

③境界同意（確定） ④区分地上権設定又は起工承諾

⑤工事着手

→ →

→

0.5m0.5m 外径Ｄ

権利設定幅

土被り0.6m未満

用地買収

0.6m

20m
土被り0.6m以上

20m未満

区分地上権

土被り20m以上

起工承諾

縦断図 断面図
区分地上権 起工承諾 区分地上権

20m

0.6m

用地買収

→

【事業の進捗状況】

【工期の長工期化の原因】

用水路



用地測量及び境界確認を進めると共に、部分供用可能な範囲を優先し、市・改
良区とより一層連携を密にするとともに専門家等の助力を得ながら、区分地上
権設定等の促進に努める。

１－１５

本事業の用水路整備は、昭和３０年代に施工された用水施設の更新事業
に合わせ、区分地上権を設定する必要がある。

未着工区間の施工について

事業効果が発現可能な施工区間・用水路の優先順位に基づき、効率的・
集中的かつ経済的な施工を行い、事業進捗を図る。

【今後の事業の進め方】



事　業　再　評　価　地　区　調　書
事業所管課

番　号 事 業 区 分 採択年度 地 区 名 実施期間

（１） 進　捗

事業費 ％　 事 業 費

事　業 用水路工　L=42.3km 百万円 用水路工　L=27.7km 用水路工　L=14.6km 百万円 受益面積

進　捗 取水工　　N=1箇所  取水工　　N=1箇所 揚水機場　N=1箇所

状　況 揚水機場　N=3箇所 17,380 揚水機場　N=2箇所 76.9 % 4,015

（２） （３）

君津市 関　連

意　向 富津市 す　る

小糸川沿岸土地改良区 事　業

総事業費　354百万円

（４） （現計画） （増△減） （５） （６） 投資効率

1,607ha - 　採択時　1.16

事業計画 用水路工 42.3km - 社会経済 費 用 対

内 容 の 取水工 1箇所 - 情 勢 の 効果要因

変 更 等 揚水機場 3箇所 - 変 更 等 の 変 化

（７）

処理方針

の考え方

備　考

事　業　名　等 進　捗　状　況

　農村集落の混住化及び
周辺の社会的条件の急激
な変化により、用地の権
利設定が困難となってき
ている。

地元及び関係機関

取水設備工、余水吐工、ダム観測機器工　各1式

100.0%

　本地区は千葉県南西部の君津市及び富津市に位置し、２級河川小糸川及び岩瀬川並びに普通河川川名川の沿岸に展開する１，６０７ｈａの水田
地帯であり、君津地域南部の重要な穀倉地帯となっている。
　用水は昭和１８年から３０年代にかけて実施された「県営かんがい排水事業」で造成された三島ダム及び幹線用水路に依存している。その基幹
施設である幹線用水路は、完成後３０年以上を経過し、老朽化が著しく、維持管理費の増大はもとより、用水の適正配分も困難な状況となってい
た。このことから、水利施設の改善、再整備をし用水体系の再編を行うことは、次世代の農業用水として安心して農業を営むためには必要不可欠
な事業である。
　本事業の用水路整備は、昭和３０年代に施工された用水施設の更新事業であることから、新たに区分地上権を設定する必要がある。しかしなが
ら、権利設定等の交渉にあたっては一部の区間で難航し不測の日数を要している。また、施設は現在も使用していることから、非かんがい期にの
みしか施工できないという工事上の制約もある。
　今後は、関係市並びに改良区とより一層連携を密にするとともに専門家等の助力を得ながら、土地所有者に本事業の理解・協力を得るべく、粘
り強く交渉を重ねていく。併せて、施工区間および路線等の優先順位を再精査し、効率的かつ集中的な施工を行い早期効果の発現を図る。

全　　　　　体

H8 小糸川

事　　業　　量

三島ダム地区

意　向　及　び　意　見

　君津地域南部の基幹産業である農業の経営安
定と振興を図るには、農業生産の基礎的条件で
ある水利施設の整備が重要と考える。
 このことから、関係市及び土地改良区は、本
事業の効果的な推進と早期完成を要望してい
る。

基幹水利施設ストックマネジメント事業

H24～H29

事　業　費 事　業　量

13,365

受益面積

耕地課

処理方針（案）

継続

備　　考

(水田1,607ha.畑-ha)

A=1,607ha

特　記　事　項

百万円

　　本年度（見込み）まで

H8～H13 H8～R11

事　業　量

君津市・富津市 29年

次　年　度　以　降

1
かんがい
排水事業

所　　在　　地 計画期間 経過年数

１－１６

【事業再評価地区調書】


